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専攻主任 あいさつ
筵(鞣率醒フ

松井 康1司

同窓生の皆様には、日頃本学の教育にお力添えを頂き心から感謝申し上げます。この場をお借 りし

て、この一年の音楽専攻の活動をお知らせしたいと思います。

まず、短大全体の大きな改革としまして、専攻科が四年制大学と同じ資格が取れる認定専攻科と

なりました。それにより大学院への進学が可能となる等メリットがたくさん生まれ、お陰様で専攻科

への進学者は増えております。その改革に伴い、特任准教授として、声楽の井上由紀先生、ピアノの東

井美佳先生、ヴァイオリンの志村寿一先生、音楽療法の鈴木千恵子先生をお迎えし教育内容も益々

充実しております。対外的にも注目され、昨年9月 には日本音楽専修がアメリカ、イリノイ大学日本館

創立20周 年のイベントに招かれ大好評を得ました。一方で本学の特徴の一つであるアウトリーチ教

育の取組みに興味を持ってくださった兵庫県加東市では、昨年10月 に「音楽の日」と題して、丸一日、

本学の学生、卒業生、教員による、コンサートや楽器のワークショップを行いました。その上に、地元せ

んがわ劇場をはじめとする調布市内での地域連携としてのコンサートも多くこなし、まさしく「実践型

短大」として学生たちは学びと実践の場を両立させています。大きな大学で大勢の中に埋れてしまう

のではなく、ちよっとした成長がすぐ教員の目に届く本学の様な寺子屋的教育は芸術教育にとって必

ずこれからの時代に需要があると確信 しております。何よりもロコミが一番信頼できる広報です。本

科の受験生確保には毎年苦労しておりますので、同窓会の皆様には本学の良さをどんどん広めて頂

きたいと思っております。音楽大学へ進学することは、一般大学に比べて学費が高くなりますが、専攻

科まで四年間学んだ時の学費を一般大学並みに抑えているのが本学の大きな特徴です。更に近年、

桐朋奨学会への卒業生からの寄付も増えてきており大変ありがたく思っております。今回も申込書を

同封させて頂きました。お力添え頂けますと嬉しく思います。

最後になりますが、長年同窓会のためにご尽力された自居すみれ会長がご退任されます。この場を

お借 りして心から感謝を申し上げると同時に、その要職を引き継がれる金田恵美子新会長には同窓

会の益々の発展のためお力添えをよろしくお願いしたいと思います。なお、私も今年度をもちまして一

旦定年退職 となります。継続雇用

で当分は同じ職務に留まりますが、

徐々に次の世代に引き継いでいく

こととなります。皆さまには今後と

も音楽専攻へのお力添えをお願い

中し上げご挨拶とさせて頂きます。
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(定期演奏会より)
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平成 30年度同窓会

運営委員長 (副会長)

加藤喜代美 (20期 )

加藤喜代美

石橋美栄子

小野 真弓

内林 順子

「桐の音」総会が開催されました
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t薇
:‡:購|:鐵レ 日同窓会「桐の音」総会が、短大学食で行われました。
~''金

::回
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の総会は短大の学食を使って行われたため、学食の変わら

ない様子や、比較的新しくできた学食前のレッスン室などに懐か

しさや驚きを感じられた会員の方も多かったようです。

加藤理恵子 (36期 )

1.開会の辞

2.議長の選出

3.会長挨拶

4.議案審議

・現会長の退任、新会長の就任について

・平成 29年 度 同窓会事業報告

・平成 29年 度 会計報告

・平成 30年度 予算案

・ホームページのリニューアルについて

,役員改選について

・質疑応答

・各出席者よりひとこと

5.音楽専攻主任の松井先生より学校の

現状についてのお話と寄付のお願い

6.議長の解任

7.閉会の辞

書
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金田恵美子

(17期 )

代表委員長 (副会長)

皆川 育子 (15期 )

音楽活動委員長 (副会長)

渡辺多佳子 (15期 )

会報委員長 (副会長)

加藤理恵子 (36期 )

永井 由比 (34期 )

戸田 絵美 (41期 )

音楽活動

委員

一会報委員 谷口 明音 (36期 )
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一代表委員 (各期より数名)
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ホームページが

リニューアルしました!
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このたびホームページがリニュ―アルしました。
、1■:`,[

・パソコン版だけでな

なりました。

・レイアウ トが見やす

。各種手続 きが web

・コンサー ト情報が見

に変わりました。

。同窓生近況報告のコ

会報に加えよリタイ

ができるようになり

ぐスマホでも

ぐなりました

よう |こ   ― _―・見られる

上で簡単にできるようになり

やすく、また載せやすいよう

一ナーが設けられ、今までの

ムリーに情報が発信すること

ました。

。ホームベージ上で会報が読めるようになっ

たヽだけるよう
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桐の音にホ ー

方も是非一度ア

また、このホームページは皆さまにとってさらに使

いやすく、役に立つものにしていきたいと思ってい

ます。

「ここの使い勝手がわるい」「こうしてくれればいい

のに |」 といったご意見がありましたら、ぜひホー

ムページ経由で、また事務局あて文書ででもお待ち

しています |

⊂lick!

平成13年総会で決定されました年会費も18年 目を迎え皆様にはご理解とご協力をいた

おります。今年度は1期 から43期 までの方々に年会費振込用紙を送らせていただきました。

本年平成30年度と未納の年度を記入した振込用紙が同封されております。なお、お振込みと・Ⅲ
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入れ違いになられました方には、失礼をご容赦下さい。

ご不明な点は、会計までお問い合わせください。

幣. お願 い 感'

議 緩          ~

●晰 マジタツシオ,工,夕,,'  ',アン
',イ

●●″

麒
.:"‐ ‐
・ ‐

>―
,`・
・・

一

鷺島・Lニユ̀
ド

m●
2_=`‐一 .

鸞`・ ',‐一―

構
|:||||||1111111:|||

鷺

お 驚 金 輩



(4) 第 47号 桐   の   音 平成 31年 3月

／
∵

ｒ
一

‐
‐
．護

■
一

‥
‥

巌
・

，
　

‐
‥

議
　

，‐
菫

プ

Ｆ
Ｉ
一
　
．
・

●
〓

　
　

一一
　

　

．
‥
凝

職‐一ど　　　．　，‐‐
．‐‐警　〓．．・，．

―

・  ●・1,ア
う,C｀、

11・
`' 
・

―

ウイークエンドカレッジ・イブニングカレッジが開講されます。

今年も桐朋学園芸術短期大学では、一般の音楽愛好家や音楽大学を卒業

後も研鑽を続けたいという方々を対象に、ウイークエンドカレッジ・イブニ

ングカレッジを開講します。年齢・性別を問わず、どなたでも受講できます。

今年前期に開講予定の講座の概要です。
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♪ ご当地ソングを歌おう

♪音楽、その正体とはⅣ

♪等講座 中級～上級

♪等講座 初級～

♪ フルートベーシックトレーニング

♪ S(ソルフェージュ)H(ハーモニー)M
楽しみながら学びましょう

(メ ロデイー)を
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日程など詳細は近日中に短大の
ホームベージに掲載されます。
ぜひご覧ください。
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♪歌って踊ってミュージカルを体験しましょう。

♪身体と音楽との調和

♪朗読講座

J',
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☆同窓会『桐の音』で行つている補助活動

同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します

:同期会補助         i

同期会を開催する場合、申請があれば五千
円を補助する。
※各地での県人会的な同窓会の場合は要相談

し出演者の約1/2が本学の卒業生である場合、

申請があればチラシ・ポスターに「後援・桐朋

芸術短期大学同窓会『桐の音』」の記載を許可
し、当日会場に盛花を送っている。

☆後援したコンサート(平成30年度)

04月 7日   「Sakura～マリンバとピアノ連弾の響き～」

室内楽演奏ホール sonorium
升谷奈保(46期 )ほか

●4月 29日  「Dream futt art concert voLll」 リブロホール

竹田早希(46期 )ほか音楽専攻46期有志

05月 10日  「虹“KO∪ "二十五絃事コンサート VOL8」

古賀政男音楽博物館 けやきホール

多田彩子 (41期 )ほか

●5月 27日  「戸田絵美ピアノリサイタル 2nd piano recitat」

すみだトリフォニーホール 戸田絵美 (41期 )

C)5月 27日   「muSia SpeCiat COnCert Series voLl」
桜丘集会室 大井祥子(45期 )ほか

●6月 1日   「第8回二十五絃筆演奏会 ―全伊福部昭作品による」

イラ て しヽ る団体、サ ー ク

上 限 とし補助す
を審査し承認さ

計報告を提出 い 。

01月 14日

●3月 9日

03月 24日

‐2018年
‐6滝 2018‐

06月 17日

●7月 7日

08月 19日

●11月 21日

012月 16日

●12月 22日

「第3回フルートリサイタル」
Graduation commemoration仙 川フィックスホール

石野裕―(52期 )

「ギターカルテット“アネモネ"コ ンサート ‐voLl Debut!!― 」
現代ギター社4階 GGサロン 杉田文(51期 )ほか
「musia夏の音楽会」世田谷区桜丘区民センター集会室
大井祥子(45期 )ほか
「和田剛治ピアノリサイタル ドビュッシー没後100年

オールドビュッシープログラム」 石橋文化ホール

和田剛治(35期 )

「クリスマスコンサート」 桜丘集会室
大井祥子(45期 )ほか
「第22回コンソート・ポウローニア“音楽の花束"」

すみだトリフォニーホール 川田寛子(2期 )ほか

10期は一年半 ごとにクラス会を開

催 しています。

5月 20日 に12名が集 い第 34回クラス

会を行いました。近年メールでお知ら

せしていましたが、今回久しぶりに往

復ハガキを出し電話番号やアドレス

などの変更を確認 して、名簿を最新

のものに整えました。

若々しいエネルギーと大人の洗練

さが同居する、東京表参道のレストラ

ンで楽しいひとときを過ごしました。
10期生 稲垣桂子

にいろし
がんばっていらっし
大変共感 じ励 まされ

重な機会でした。二次会でも話が尽き

ることがありませんてした。
18期 生 西原美加

Mall lnfo@kirinonejp

のの、

やかで楽 しヽ

お一人
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の
作
品
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
。
虎
ノ

門
Ｊ

Ｔ
ホ
ー
ル
に
て
、

前
半
は
、
ゴ
ー
ベ
ー
ル
、

イ
ベ
ー
ル
等

の
美
し
い

小
品
、
後
半
は
、
ボ
ラ

ン
の

「
ジ

ャ
ズ
組
曲
」

全
曲
演
奏
し
ま
す
．

１８
期
　
谷
川
佳
代
子

長
女
も
大
学

の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
、
ワ
グ
ネ

ル
女
声
に
人
リ

コ
ー
ラ

ス
を
本
格
的
に
指
導
し

て
も

ら

っ
て

い
ま
す
．

高
２
に
な
る
次
女
も
勉

強
と
の
両
立
に
奮
闘
し

な
が
ら
、
合
唱
同
好
会

で
細

々
と

コ
ー
ラ
ス
を

楽

し
ん
で
お
り
ま
す
．

私
も
長
女

の
母
校

つ
な

が

り

で
、

お

母

さ

ん

コ
ー
ラ
ス
に
励
ん
で
い

ま
す
♪

５
月
２７
日
中
お
母
さ
ん

大
会
、
６
月
３０
Ｈ
由
第

１
固
定
期
演
奏
会
（紀
尾

井
ホ
ー
ル
）
に
出
演
し
ま

し
た
．

２４
期
　
長
谷
川
佳
子

東
京
都

の
公
立
小

・

中
学
校

に
勤
務
し

て
、

約
３０
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。

合
唱
団
（児
童
）
を
立
ち

上
げ
て
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

２８
期
　
星
井
　
流
里

嫁

ぎ

先

の
富

山

市

で
、
丸
ビ
ル
Ｏ
Ｌ
生
活

を
送

っ
て
い
ま
す
●

０

Ａ
と

い
う
、
全
く

の
異

業
種
に
挑
戦
し
、
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
ｌ
級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

上
級
の
ス
キ
ル
を
自
習

で
覚
え
、
実
務
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

３２
期
　
田
中
　
桂
子

５
年
半

の
カ
イ

ロ
国

立
オ
ペ
ラ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
か
ら
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

州
立

ス
タ
ラ
ザ
ゴ
ラ
オ

ペ
ラ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

移
籍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
．
初
心
に
戻

っ

て
更

な

る

ス

テ

ッ
プ

ア
ッ
プ
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
．
ブ
ル
ガ
リ
ア

に
来
ら
れ
る
際
は
、
ご

連
絡
下
さ
い
ｃ

３５
期
　
内
林
　
順
子

埼
玉
県
川

国
市

に
、

ビ

テ

ィ
ナ
川

口
両

ス

テ
ー
ビ
ン
ョ
ン
キτ
ユ餃
十
一
い

た
し
ま
し
た
。
第
１
回

日

の
ビ

テ

ィ

ナ

・
ス

テ
ッ
プ
川
日
夏
季
地
区

の
開
催
は
２
０
１
８
年

６
月
１０
日
‐Ｈ‐
に
決
定
数

し
ま
し
た
Ｉ
毎
年
１
回

開
催
予
定

で
す
．
川
口

近
郊
に
お
住
ま

い
の
方

で
ご
興
味

の
あ
る
方
は

是
非
お
問

い
合
わ
せ
下

３９
期
　
荒
木
　
唯
子

５
月
に
初
め
て
の
バ

イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
き
ま
し
た
。

「
コ
バ
ケ

ン
と
そ

の
伸

間

た

ち

オ

ー

ケ

ス
ト

ラ
」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
ミ

ュ
ー

ジ

ツ
ク
イ
ン
ザ
ダ
ー
ク

障
が
い
と
ア
ー
ツ
ｉｎ
横

浜
に
出
演
し
ま
し
た
。

４０
期
　
内
田
　
静
香

専
攻
科
卒
業
後
、
広

島
県
に
戻
り
、
公
立
中

学
校

の
教
員
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
１２
年
目

と
な
り
ま
す
。
現
在
は

福
山
市
で
音
楽
科
と
し

て
、
ま
た
学
年

の
担
任

と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

４１
期
　
戸
田
　
絵
美

昨
年
ま
で
、
す
み
だ

親
善
大
使
を
務
め
ま
し

た
。
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
広
が
り
大
変
充

実
し
た
年
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
９
年

７
月

２７
日
０
１４

一
〇０
～
旧
奏

楽
堂
に
て
ジ

ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま

す
。
自
宅
教
室
拡
大
に

伴

い
、
新
講
師
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

０
〇
〇
‐Ｎ
Ｎ
一
０
‐ヽ
ヽ
ヽ
ｕ

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

４３
期
　
古
谷
　
ち
ず

２
０
１
７
年
９
月
に

杉
並
公
会
堂
に
て
リ
サ

イ
タ
ル
を

い
た
し
ま
し

た
。

曲

目

は

プ

ロ

コ

フ
ィ
エ
フ
ピ

ア
ノ
ソ
ナ

タ
６
番
。
ず

っ
と
弾
き

た
か

っ
た
曲
で
す
。
そ

れ
と

英

雄

ポ

ロ
ネ

ー

ズ
、
後
半
は
自
作

の
作

品
集

「残
像
」
で
し
た
。

く
ｏ
亀
３
Φ
に
も
あ
げ

て

い
る
の
で
よ
か

っ
た
ら

ご
ら
ん
下
さ
い
月

４６
期
　
宿
谷
　
容
子

２
０
１
８
年
４
月
７

日
田
、
母
と
２
人
で
羽

村
市
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ー
ル

に
て
、
「
大

ホ

ー

ル
デ

ビ

ュ
ー
」
と

い
う
イ
ベ

ン
ト
で
春

の
歌
を
中
心

に
母
ピ
ア
ノ
、
時
々
コ
ー

ラ
ス
で
歌
い
ま
し
た
。

盲ゝ8さ
D‐

=5(DV｀
8毛 ■ま
む≡3t
~―ユ00

,ヽCヽ
」 ヽ

0

「Dream ful[Art Concert vvoL12」 リブロホール

竹田早希(46期 )ほか音楽専攻46期有志
「虹“KOU''二十五絃筆コンサート voL9 1n新 潟」

リージヨンプラザ上越コンサートホール

池杉恵理奈(42期 )ほか
「内林順子ピアノリサイタル」 カワイ川ロリリア

内林順子(34期 )

同窓会「桐の音」連絡先

□期生  胃霧暴

鷺
鬱
畿

麟
咤
仄
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平
成
３０
年
１２
月
２
日

平
成
３０
年
４
月
２４
日

平
成
３０
年
６
月
‐２
日

平
成
３０
年
７
月
２４
日

平
成
３０
年
９
月
２８
日

平
成
３０
年
１１
月
‐２
日

平
成
３１
年
１
月
・６
日

◎

決
算
、
予
算
に
つ
い
て

◎

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
具
体
的
な
相
談

と
作
業

◎

役
員
改
選
に
つ
い
て

◎

総
会
の
準
備

平
成
３１
年
１
月
‐０
日

●

短
大
２
年
生
へ
同
窓
会
の

説
明

.a

・ :“ '

活
動
報
告

つような情報の交換にこの掲

示板を利用していただけれ[ず

掲載をご希望の方は事務局

までご連絡ください。

お|つ ます。

平成 30年度予算案 (通常会計) 桐の音 平成 29年度 決算報告 特別会計報告

t収入の部)

前年度よりの繰越金

29年 度卒業生入会全

利息

年会費 (見込みリ ¥800,000

¥4.468,027

¥765.000

¥10

`収
入の部)

新入会員入会金

利息

年会費

|・1越金

予算案

¥570,000

¥10

¥800000

¥5.113844

決算額

¥570.000

¥33

¥413,000

¥5.113.844

(」又ブ、′)言 |`)

前年度繰越金

通常会計より

利息

¥9.261.930

¥800.000

¥34.559

¥10,096.489

¥10.096,489

合計

(支 出の部,

HP関係費

会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵 送費

特別会言|へ

¥6033037

¥110,000

¥600.000

¥10.000

¥60.000

¥100000

¥30.000

¥80.000

振込手数料)    ¥90.000
¥800,000

合計 ¥6483.854 ¥6.096877

1支 出の部,

次年度繰越

合 計 ¥10.096.489

卜記決算報告書監査の結果、

相違ないことを認めます。

平成 30年 1月 301」 会計監杢

合言|

次年度繰越金

¥1.880.000

¥4,]53.037

'000M同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の ′

お手伝いをして下さる方を募集しています。  寂.

振炉舞    inf°
@kirin° ne・jp    

琲
:職

|IT:早 :辱 :1靱:轟 |:露雛:麟|1癬‡癬IF

003-3717-2011(皆 川)

住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員まで。

6 http:z/www.kirinone.jp
x info@kirinone.jp

て

一　
　
．書
饉
鷲
一

さ比
曰

の］貝〈
ム

(支 出の部)     予算案   決算額

HP関係費       ¥110,000 ¥108504
会報関係費      ¥600.000 ¥564f98
音楽活動費       ¥10,000    ¥0
各委員活動費      ¥60000  ¥15.000
同窓生後援費     ¥100000  ¥48,468
交際費         ¥30,000    ¥0
会議費          Y80.000  ¥63128
雑費 1郵送費.振込手数や||  ¥90.000  ¥28.952
特別行事積立1特別会計へ|  ¥800.000  ¥800.000

縛、越金:          ¥4.603.854 ¥4.468.027

合言l‐
            ¥6.483.854 ¥6.096,877

合計

14 r,',u'tal

facebook.
蜃

短大がfacebookを 開設。

今の短大をダイレクトな

情報として矢□ることができます。

是非、皆さん「いいね」を

よろしくお願いします。


